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研究成果の概要（和文）：創設されたサゴヤシ研究拠点の栽培実験地では、2016年時点で27年生（49株、50×
50ｍ）、6年生（2ha、105株）、2年生（1ha、96株）のサゴヤシ個体の生葉の改質を中心とした生育調査を継続
して実施し、優良苗の選抜を開始している。また、ルウ地方の地方政府や緑化事業を手掛ける企業からの大量な
苗の要請に対応するために、実生苗の生産に着手している。この実生苗の生産は開花期のサゴヤシ７個体の生育
観察のために櫓（竹製のタワー）３基を設置し、開花・結実の調査を伴って開始している。これらの成果は今年
の６月に開催されるサゴヤシ学会で公表する予定。
　

研究成果の概要（英文）：In the cultivation experiment site in the sago palm research base, We 
continue to research Morphological Leaf Growth for selecting excellent seedlings. Moreover, in order
 to respond to the request of a large number of seedlings from a local government in Luwu and a 
company engaged in greening project, we are starting to produce seedlings from seeds. Production of 
these seedlings from seeds was started by installing three towers (made by bamboo) for growing 
observation of seven sago palms at the flowering stage, with investigation of flowering and fruiting
 results. These results will be announced at the Sago palm conference to be held in June this year.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
インドネシア南スラウェシ州北ルウ県の

ペンカジョアン村には、1983 年～1988 年に
かけて、「伝統的サゴ生産集落における経済
力向上の試み～小規模援助の適応例～」（ト
ヨタ財団）で、村人の資力と技術で建設可能
なサゴ工場が建設され、サゴヤシに依存する
社会の調査が実施されている。その後、1992
年に長期栽培実験プロット（50×50m、熱帯
生物資源助成研究、JSPS）で設置され、サ
ゴヤシの生育調査を実施。その後、このプロ
ットに隣接する 2ha に 10m 間隔でサゴヤシ
を植栽（2012 年、UNHAS と愛媛大学との
共同学生野外実習、国土緑化推進機構）。こ
の間、村人や地方政府、また地元の大学
（UNHAS）とは良好な関係が築かれていた。 

一方で、2016 年６月にパロポ市で開催さ
れたサゴセミナーでは、３県１市（ルウ県、
パロポ市、北ルウ県、東ルウ県）からなるタ
ナ・ルウ全体がサゴヤシを使った地方開発を
連携して推進する合意形成がなされている。
これに州都マカッサールのハサヌディン大
学（UNHAS）や地元のアンディ・ジェンマ
大学（UNANDA）が学術的な支援をし、ま
た、日本側から本件の研究者やサゴヤシ学会
のメンバーが調査指導をする体制が整うこ
とによって、国際的な産学地連携の基盤が築
かれた。 
 以上のような背景を使って、本件の研究が
実施されている。 
 
２．研究の目的 
 農民レベルでのサゴヤシの栽培化に資す
るサゴヤシ苗の育苗センター、栽培実験地の
継続的な生育調査および情報センターから
なるサゴヤシ研究拠点を北ルウ県のペンカ
ジョアン村に設置し、サゴヤシの栽培化に資
する農学的情報を蓄積しながら、産学地連携
によるサゴヤシ開発の構想を具体化するこ
とが目論まれた。 
 
３．研究の方法 
 上述の育苗センターでは、2016年１月時点
で 24年生、4年生、１年生のサゴヤシ個体の
生育、特に生葉の形質調査を実施し、生育が
良好な個体から優良苗の選抜を試みた。こう
した生育調査は、ペンカジョアン村の農民を
主体とする NGO組織：カンポン・サゴと連携
して実施。同時に、地方政府と連携するため
のセミナーや国際シンポなどを開催した。 
  
４．研究成果 

ペンカジョアン村が位置する北ルウ県だ
けでなく、ルウ県、東ルウ県、ポロポ市（以
上、Tana Luwu、旧ルウ県）が共同して、サ
ゴヤシ開発に取組む合意異形成がなされ
（2016）、中央政府の地方開発予算（サイエ
ンス・テクノパーク、S/TP）の申請案が作成
されている。また、2017年８月以降、インド
ネシア政府農業省の永年作物総局との協議

を重ね、2019年以降、農業省の予算でサゴヤ
シの苗づくりが開始されることになった
（2018年３月）。このサゴヤシの苗生産には、
本科研の研究成果が大きな貢献をすること
になる。一方で、農民を対象としたサゴヤシ
栽培化のためのガイドライン作成は、今年度
中に作成される予定である。目下、このガイ
ドライン作成に必要となる生育調査のデー
タを整理・分析している。 
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